
　インタビュー　松村 満美子 

自営で塗装業を営んでいた山本哲三さんは、30 代後半に腎臓病だと診断されましたが
自覚症状もなかったので放置していました。62 才で糖尿病になり、奥様の徹底した食事
管理と体を動かすことによって糖尿病はかなりよくなりましたが、そのあいだに腎臓病が
進行。現在は奥様と一緒に腎臓病の栄養教室に通い、積極的に体を動かし、いつまで
も元気でいられるよう、病気が進行しないように治療に励んでいます。

家内が食事をきちんとしてくれるので、
自分は病気を治さなければと思っています。

今日は栄養の勉強会に私
も参加させてもらいましたが、
いつも参加しているのですか？

はい、2回目からずっ
と参加しているので、もう
49回、9年も続けています。
長いこと続けられて、ずいぶ
んと勉強しましたね。
　毎回、タンパク質や塩分、
カリウムやリンの話を聞くの
で、何がいけないのか、徹底
的に理解してますよ。
それはすごい。最初に参加し

たキッカケは？　
　12 月だったんですけど、
外来の先生から、「今日は腎
臓病でも食べられるクリスマ
スケーキの試食がありますか
らどうですか」といわれて初
めて参加したんですよ。
参加してみてどうでしたか？
　腎臓病だと分かったばかり
だったので、これからは何に
も食べられないな～と落ち込
んでいたんですけど、勉強会
に参加したら食べられるもの
がいっぱいあるのが分かり目
の前がパーと開けた気がしま
した。それからは家内と一緒

に参加しています。
奥様も？奥様が腎臓病食を
作ってくださるんですか？　
　そうです。食べることはす
べて家内に任せています。そ
れは糖尿のときからです。
糖尿病は改善したのに、それ
で腎臓が悪くなったんですね。
　いや、腎臓はもともと悪
かったと思います。
それはなんで？　
　塗装の仕事をしていたんで
すが、あっちこっちが調子わ
るくて針治療をしてもらって
いたんです。1年くらい続け
ていて、鍼灸の先生から「腎
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現在 81才、
糖尿病・腎臓病とも経過良好
透析にならず、毎日、元気に
一万歩、歩いています！
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2



それでも大野記念病院の勉強
会に参加しているんですね。　
　この勉強会では栄養士の卵
の学生さんがいろいろなメ
ニューを考案して試食させて
くれるので、料理を作るとき
のヒントになるんですよ。
食事はすべて奥様がやってく
ださるんですね。
　そうです。糖尿になったと
きはどんな病気かわからなく
て、家内に頼んで一緒に勉強
会に行ってもらったんです。
病院の勉強会ですか？
　はい、3日間、夫婦で勉強
して、そしたらご飯のときに
食卓に計りを出してきて…
全部、計ったんですか？
　そう、計って書いて、次の
外来のときに先生にみてもら
うよう渡してくれました。
奥様、よくやってくださいま
すね。それは今でも？　　
　ええ、おかげでこのあいだ
の外来で、たんぱく 37.3g、
塩分 4.9g で先生から褒めら
れましたが、それは家内へだ
といわれましたよ。
　奥様の食事管理で糖尿病も
よくなったんですね。
　はい、血糖値が 274 あっ
たんですが、96 まで下がり

臓がおかしいから診てもらっ
たらいい」といわれて。
それでいつ頃病院に行ったん
ですか？　
　40年ほど前です。病院でも
「腎臓が悪い」といわれ 3 回
ほど通ったけど、毎回先生が
変わり、いうことが違うから
行くのをやめてしまいました。
そのとき治療しておけばね～
　今では腎臓病は症状がない
のを理解してますけど、その
ときはなんか騙されているみ
たいな気がしてね。
それで、次はいつ頃腎臓が悪
いと分かったんですか？
　平成 17 年です。糖尿病は
よくなったんですけど、その
とき診てくれていた先生が、
「タンパク尿がでているから
検査してもらいなさい」と大
阪市大病院を紹介してくれた
んです。そこで腎生検をして
膜性腎症だといわれました。
　糖尿病のせいで腎臓病の進
行が速かったのかもしれませ
んね。

いつから大野記念病院で診て
もらっているんですか？
　腎生検をしてくれた岡村幹
夫先生が大野記念病院の院長
になったので、追っかけてき
たんですよ。10 年くらい診
てもらって、昨年、萱島生野
病院に移られたんですが、土
曜日には近くの浪速生野病院
に来られるので、今はそこに
行ってます。

奥様の食事管理で
糖尿病が改善

1936年3月生まれ。81才。30代のころに腎臓が悪いことを指摘された
が放置。62才で仕事をやめ体を動かさなくなったため、1998年糖尿
病発覚。奥様とふたりで勉強し徹底した食事療法と運動により経過良
好だったが、タンパク尿がでていたため腎生検で膜性腎症と診断される。
現在は腎臓病の食事療法とともに、一万歩、歩くことを日課としている。

山本 哲三 さん

ました。
それはすごい。食事だけでそ
んなに下がるんですね。
　いや、運動もやりました。
どんな？
　以前は自営で塗装業をして
いて体はかなり動かしていた
んですけど、62 歳のときに
お得意さんの社長が亡くなっ
て、家内が「あんた長いこと
がんばったから、しばらく
ゆっくりしたら」というので
仕事を止めたんです。2年ほ
ど遊んでいたら糖尿がでてき
ました。私はお酒は飲まない
けど、甘いものが好きで、お
はぎを 10個買って 6～ 7個
は食べてたんですよ。
　いっぱい食べても仕事をし
ていたときは体も動かしてい
たから大丈夫だったんですね。
　そう、それで体を動かさな
ければいけないと思って就職
したんです。
やっぱり塗装の仕事ですか？
　いや、知り合いにめがねの
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　大野記念病院での栄養の勉強会に参加なさっているところにお邪魔して話
を伺いました。検査データを表にしてグラフまで作り、奥様は食事の内容
をきちんと書き出してと、ご夫婦そろって病気のことを理解して、治療に取
り組んでいるのに感心しました。「料理の仕方や、温かいうちに食べるとか、
ちょっとした工夫で美味しくいただけます」と、栄養教室で教えてもらった
ことをすぐに実践なさっているとのこと。毎日、歩くのもなかなか実行でき
ないことで、私も見習ってもう少し歩くようにしなければ……

インタビューを終えて・・・・・・・・

製造会社の工場長がいて、そ
の会社に入れてもらいました。
食事療法と就職して体を動か
す よ う に な っ て 糖 尿 は 良 く
なったんですね。　　
　はい、でも今度は腎臓が悪
くなってしまって。

腎臓病のほうは、どんな具合
なんですか？　　
　突然聞かれても答えられる
ように、検査結果を表にして
グラフにしているんですよ。
几帳面ですね、病気の進行具
合がひと目でわかりますね。
　悪くなったら透析だといわ
れていますが、まだ大丈夫み
たいです。ただ頭のふらつき
がひどくて、帽子をかぶって
いないとダメなんですよ。

どうして？いつからですか？
　72 歳のときに、めがねの
会社で階段から落ちたんで
す。ランチが終わって、5階
に食堂があるんですが、3階
まで降りて女子社員と話をし
たのは覚えているんですけ
ど、それから先はまったく
分からない。1階が血の海に
なっていて、そこでイビキか
いて寝ていたらしいです。
脳卒中ですか？
　病気が 6 つあるといわれ
ました。くも膜下出血、急性
脳挫傷…、それ以上聞くと気
が滅入ると思ってふたつしか
聞かなかったんですが、ドリ
ルで頭蓋骨に穴を開けて手術
したそうです。
長く入院したんですか？
　1ヶ月です。それで仕事も辞
めました。
じゃ、今はどんな生活を？　
　糖尿病の予防だけでなく、
足腰も元気でいるために、体
を動かさないといけないと
思っています。糖尿のときに
毎日一万歩歩けといわれて、
今でも一万歩歩いています。
それはすごい、どんなところ
を歩くんですか？

　少し離れているけど、ふれ
あい温泉というのがあって、
毎日そこまで行っています。
温泉に入っているんですか？　
　いや足湯。お風呂に入ると
お金いりますけど、足湯だけ
だとただなので。
歩いてどのくらいですか？
　バスで行きます。バス降り
て 15分か 20分歩きます。と
きには家まで歩いて帰ります
けど、一生懸命歩くわけじゃ
なくて、自分の年を考え疲れ
ないように歩いて、座れると
ころがあると休んで、1時間
20分ぐらいかかります。
それはいい運動ですね。
　動かなあかん、動けばいつ
までも元気でいられると思っ
ているので…
そうですね。でもなかなかで
きないんですよね。
　食事療法については家内が
きちっとしてくれて、至れり
尽くせりと感謝しています。
だから結果をだすためにも、
自分で病気を治さなければい
けないと思っているんです。
ご夫婦二人三脚で病気をよく
していこうというのは、すば
らしいですね。

動けば、いつまでも
元気でいられる
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